
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
五
日

参

議

院

法

務

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

情
報
通
信
技
術
の
発
達
や
高
齢
化
の
進
展
を
始
め
と
し
た
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
る
契
約
被
害
が
増
加
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
他
人
の
窮
迫
、
軽
率
又
は
無
経
験
を
利
用
し
、
著
し
く
過
当
な
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律

行
為
、
い
わ
ゆ
る
「
暴
利
行
為
」
は
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
法
施
行
後
の
状
況
を

勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

二

職
業
別
の
短
期
消
滅
時
効
等
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
書
面
に
よ
ら
な
い
契
約
に
よ
り
生
じ
た
少
額
債
権
に
係
る
消
滅

時
効
に
つ
い
て
、
本
法
施
行
後
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

三

法
定
利
率
が
変
動
し
た
場
合
に
お
け
る
変
動
後
の
法
定
利
率
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
、
本
法
施
行
後
の
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
に
応
じ
た
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

四

中
間
利
息
控
除
に
用
い
る
利
率
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
本
法
施
行
後
の
市
中
金
利
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
対

応
を
検
討
す
る
こ
と
。

五

個
人
保
証
人
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
取
組
を
行
う
こ
と
。

１

い
わ
ゆ
る
経
営
者
等
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
保
証
契
約
に
つ
い
て
、
公
証
人
に
よ
る
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
意

思
確
認
の
手
続
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、
保
証
契
約
に
お
け
る
軽
率
性
や
情
義
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
公
証
人
に
対
し
そ
の
趣
旨
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
契
約
締
結
時
の
情
報
提
供
義
務
を
実
効
的
な
も

の
と
す
る
観
点
か
ら
、
保
証
意
思
宣
明
公
正
証
書
に
記
載
す
る
こ
と
等
が
適
切
な
事
項
に
つ
い
て
の
実
務
上
の
対
応
に
つ



い
て
検
討
す
る
こ
と
。

２

保
証
意
思
宣
明
公
正
証
書
に
執
行
認
諾
文
言
を
付
し
、
執
行
証
書
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
公
証
人

に
対
し
十
分
に
注
意
す
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

３

個
人
保
証
の
制
限
に
関
す
る
規
定
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
経
営
者
等
の
う
ち
、
代
表
権
の
な
い
取
締
役
等
及

び
「
主
た
る
債
務
者
が
行
う
事
業
に
現
に
従
事
し
て
い
る
主
た
る
債
務
者
の
配
偶
者
」
に
つ
い
て
は
、
本
法
施
行
後
の
状
況
を
勘

案
し
、
必
要
に
応
じ
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

４

我
が
国
社
会
に
お
い
て
、
個
人
保
証
に
依
存
し
過
ぎ
な
い
融
資
慣
行
の
確
立
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
個
人
保
証
の
一
部
に
つ
い
て
禁
止
を
す
る
、
保
証
人
の
責
任
制
限
の
明
文
化
を
す
る
等
の
方
策
を
含
め
、
事
業
用

融
資
に
係
る
保
証
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
本
法
施
行
後
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

六

譲
渡
禁
止
特
約
付
債
権
の
譲
渡
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
資
金
調
達
の
拡
充
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
や
、
想
定
外
の
結
果
が
生
じ
得
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
更
に
幅
広
い
議
論
を
行
い
、
懸
念
等
を
解
消

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

七

定
型
約
款
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
留
意
す
る
こ
と
。

１

定
型
約
款
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
不
当
条
項
及
び
不
意
打
ち
条
項
の
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
本
法
施

行
後
の
取
引
の
実
情
を
勘
案
し
、
消
費
者
保
護
の
観
点
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

２

定
型
約
款
準
備
者
が
定
型
約
款
に
お
け
る
契
約
条
項
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
合
理
性
の
要
件
に
つ
い
て
、

取
引
の
実
情
を
勘
案
し
、
消
費
者
保
護
の
観
点
を
踏
ま
え
、
適
切
に
解
釈
、
運
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

八

諾
成
的
消
費
貸
借
に
お
け
る
交
付
前
解
除
又
は
消
費
貸
借
に
お
け
る
期
限
前
弁
済
の
際
に
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
の
規
定
は
、
損
害
が
現
実
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
と
こ
ろ
、
金
銭
消
費
貸
借
を
業
と
し
て

行
う
者
に
つ
い
て
は
、
資
金
を
他
へ
転
用
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
基
本
的
に
損
害
は
発
生
し
難
い
と
考



え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
適
用
場
面
は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
、
弱
者
が
不
当
に
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
、
借
手
側
へ
の
手
厚
い
周
知
は
も
ち
ろ
ん
、
貸
手
側
に
も
十
分
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

九

諾
成
的
消
費
貸
借
に
お
け
る
交
付
前
解
除
又
は
消
費
貸
借
に
お
け
る
期
限
前
弁
済
の
際
に
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
本
法
施
行
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

十

消
滅
時
効
制
度
の
見
直
し
、
法
定
利
率
の
引
下
げ
、
定
型
約
款
規
定
の
創
設
、
ま
た
、
個
人
保
証
契
約
に
係
る
実
務
の
大

幅
な
変
更
な
ど
、
今
回
の
改
正
が
、
国
民
各
層
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
と
密
接
に
関
連
し
、
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
民
全
般
、
事
業
者
、
各
種
関
係
公
的
機
関
、
各
種
の
裁
判
外
紛
争
処
理
機
関
及
び
各
種
関
係
団
体
に
早
期
に

浸
透
す
る
よ
う
、
積
極
的
か
つ
細
や
か
な
広
報
活
動
を
行
い
、
そ
の
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

十
一

公
証
人
の
果
た
す
役
割
が
今
後
更
に
重
要
と
な
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
法
施
行
後
の
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
公
証
人
及
び

公
証
役
場
の
透
明
化
及
び
配
置
の
適
正
化
、
公
証
役
場
の
経
営
状
況
の
把
握
、
民
間
等
多
様
な
人
材
の
登
用
等
、
公
証
制
度

が
国
民
に
更
に
身
近
で
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

十
二

消
費
者
契
約
法
そ
の
他
の
消
費
者
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


